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日本郵船の歴史
2019

1885年 2030 2050

岩崎彌太郎が起源
1885年日本郵船会社の誕生

日本のフラッグシップ・キャリアへ
（東南アジア、南太平洋、北米からインド、欧州へ）
貨客船事業

第二次世界大戦で
ほとんどの船を失い壊滅状態に

戦後の復興から事業の多角化へ
専用船の登場(コンテナ、タンカー、自動車等)

未来の船
スーパーエコシップ

1945

コンテナ船
55隻

バラ積み船
396隻

110隻

78隻

自動車運搬船

タンカー/LNG

その他

45隻

日本郵船グループの関係船（所有/運航等） 2021年3月末時点
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船舶IoTデータの収集と活用 : SIMSとLiVE
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中期経営計画(デジタライゼーションとグリーン)
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本船の運転状態を陸上でも監視・把握

日本郵船では船のIoT(Internet of Things)データ活用に早くから注目。そのデータをSIMSという
データ収集装置を通して洋上から陸上に
送信します。
そのデータは“見える化”をして陸上でも
船の運転状況を把握できる仕組みを
構築しています。

陸上データサーバー

データ監視画面

衛星通信
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LiVE for ShipmanagerによるMonitoring

時系列グラフ表示 散布図表示

姉妹船比較 アラーム分析
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LiVEの監視・・・異常の発見

担当者による異常値の発見

燃料圧力の乱高下

冷却水出口温度の
Offset

Devil Hunting
Dangerous 
Events and 
Irregular 
Looks
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排ガス温度の
Deviation
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異常検知方法の変遷

異常検知システム「機械学習を利用したシステムによる24時間監視」
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データのアナリティクスへの活用: 異常検知システム
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㈱ジャパンエンジンコーポレーション提供

UEC50LSH-Eco-C2 イラスト

ピストン

シリンダーライナー

シリンダーカバー

排気弁

異常検知ロジックによる検知事例(エンジン構造・・・燃焼室)
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異常検知ロジックによる検知事例(排気弁損傷) （時系列Data）

排気ガス温度

冷却水温度

給気温度

主機回転数・負荷・燃料消費量
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排気弁の吹き抜け

異常の早期発見に貢献 排気弁吹き抜け（時系列Data）

Anomaly Score

エンジン停止

徐々に上昇

Normal Area

Anomaly Area

検知閾値

異常スコア

排気ガス温度
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Remote Diagnostic Centerの開設

3
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“Human-in-the-Loop“(人間参加型)は人工知能の一分野です。
日本郵船では “人 (Domain Knowledge)”を重要視しています。
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Remote Diagnostic Center導入目的

1. データの品質管理、運転値の異常検知などの本船コンディションを一極で効率的に集中監視
し、日本郵船フリートの燃節への寄与、重大機関事故削減によって船を止めないことが目的。

2. 安定的で高品質な世界的物流を維持・提供し、CO2削減をはじめとした
Digital ✖ Shipmanagementで顧客・日本郵船のESG経営に貢献する。

Digital技術の活用で世界の“物流”を途切らせないESG経営への貢献
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異常検知システムとRemote Diagnostic Center

エンジンプラントの運転状態を人間に代わってAI(異常検知システ
ム)が24時間監視しています。ただしAIの異常検知結果は完璧では
ありませんので、乗船経験や専門知識を持った人(Expert)が精査
します。
このように人とAIがそれぞれの得意分野を分担し、より正しい結果を
導き出す仕組みを、我々はExpert-in-the-Loopと呼んでいます。

AI(異常検知システム)
が異常を検出・通知

Expertがその検知結果を
精査

本船には確度の高い情報
だけを流すことが出来る

本船から実際の状態を
フィードバック

結果をAIにもフィードバック
しAIの精度を上げる

Remote Diagnostic Center
＠マニラ(フィリピン)
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RDC Report（No.8 Cyl. Piston Ring-Liner損傷）

No.8 排ガス・掃気温度に異常
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排気ガス温度

給気温度

主機負荷、回転数、燃料消費量
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RDC Report (No.8 Cyl. Piston Ring-Liner損傷) ジャパンエンジン殿からアドバイス

ジャパンエンジン殿推奨 応急処置実施
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RDC Report (No.8 Cyl. Piston Ring＆Liner損傷)

主機開放整備実施掃気室点検

No.8 Cyl. 2nd 3rd Piston Ring折損 & Liner損傷
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① システム(AI)が人間に代わって24時間監視することにより、早期発見、検知の見逃しが少なくなる。

② システム(AI)の誤検知をExpertがフィルターし誤報を防止できる。

③ Expertの介入により検知結果をBlackbox化させない(付加情報を提供、説得力が向上)

④ 事故の早期発見により遅延時間を短くし、ETA調整のための増速による燃料消費を抑えることが可能。

⑤ 複数の管理会社に分散しているSIMS搭載の姉妹船、同型エンジンの分析情報共有が出来る。

⑥ 今後の自律運航船の機関系の制御判断や陸上からの遠隔コントロールに異常検知の技術は必須。

⑦ 機器の劣化・汚損を監視することにより適切なタイミングでの

メンテナンスを可能とする(CBM、燃節に繋がる)

⑧ 多くの異常検知データを分析した結果が集積され、異常の

種類や傾向が分かり教育にも活用できる。

導入効果(異常検知プログラム(AI)とExpert-in-the-Loopにより)
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異常検知(早期検知)の有用性

吹き抜け

ひび割れ

2つに引き裂かれ

凹み

排気弁の欠片
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㈱ジャパンエンジンコーポレーション提供

各機器損傷の被害額について

UEC50LSH-Eco-C2 イラスト

④ピストン

③シリンダーライナー

②シリンダーカバー

①排気弁
燃焼室部品の価格
（直径50～85㎝クラス）

①排気弁・弁座
200万～460万

②シリンダカバー
490万～980万

③シリンダライナ
390万～750万

④ピストン
280万～570万

②～④合計
1,170万～2,300万
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AWSによる異常検知システムのアーキテクチャ
現在と今後

4

23



© 2016. NYK Group. All rights reserved.

現在の異常検知システムのアーキテクチャ

24

船舶IoTデータ
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現在の異常検知システムのアーキテクチャの課題と解決策

25

課題① モデル作成後、モデル反映までが手作業となっているので、非常に手間がかかっており、モデルの
定期的なメンテナンスができていない。

課題② データ連携がシームレスではなく、これから進めようとしている、高粒度（１分データ）に対応するの
が難しい。

➡ CodePipelineやSageMakerを使って効率的な
運用を可能に

課題③ モデル作成が俗人化（1名のSuper Engineerに依存）している

➡ AWSのスケーラブルな環境を有効活用

➡ SageMaker Studioなどの高度なML開発環境を利用し、ML開発の標準化と民主化を実現
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MLOPSの概念を取り入れた将来の異常検知システムのアーキテクチャ

AWS Cloud AWSのビルトインアルゴリズムであるRandom Cut Forestを
用いた、船のNo. シリンダーの排気ガス温度の異常検知モデ
ルのCI/CDサンプルアーキテクチャ

船舶IoTデータ

海上:各本船

Marine Engineer RDC Expert
推論結果の表示推論結果のフィルタリング

陸上:Remote Diagnostic Center

予測されるため新しいIoTデータ

推論結果+説明
現場でトラブル

解決

S3 Bucket for 
vessel data

Aurora PostgreSQL EventBridge
&Lambda

①

モデル登録

S3 Bucket for model 
file

CodeCommit CodeBuild

Notebook Model Registry

リンク

Continuous Integration

モデル作成

② CodeCommit CodeBuild

Endpoint

EventBridge
承認

デプロイ

Notebook

Continuous Delivery

モデル
Deploy

➂

承認
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1.これまで、モデル作成後、モデル反映までが手作業となっているので、非常
に手間がかかっており、モデルの定期的なメンテナンスができてこなかったが、
CodePipelineやSageMaker等のマネージドサービスを使って、効率的
な運用を可能に出来ると考えています。

2.データ連携がシームレスでなく、これから進めようとしている、高粒度（１
分データ）に既存アーキテクチャだと対応するのが難しかったが、AWSのス
ケーラブルな環境を有効活用すれば、その実現も可能になると思います。

3.モデル作成が俗人化（1名のSuper Engineerに依存）していたました
が、SageMaker Studioなどの高度なML開発環境を利用し、ML開発
の標準化と民主化を実現できると信じています。

AWS利活用のメリット:頑健でスケーラブルなMLシステムへ
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Digitally Augmented Shipに向けて

5
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海事産業におけるデジタルトランスフォーメーション

Digitization

Digitalization

Digitally Augmented Ship

センサー計測
ビッグデータアナリティクス

デジタルツイン
Cyber-Physical System

スタート

ゴール
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物理シミュレーション
状態監視
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海運業と日本郵船のこれから

1. デジタルとアナログ(人)は両輪
海運業界においてもデジタル化の波はすでに到来しつつある。価値を産み出すデジタライ
ゼーションを成功させるには、現場を持つユーザーの知見と視点でデータを活用し、創意
工夫でオペレーション（ソフト）とハードの全体最適の追求が求められる。

2. データを分析し、商機に結びつける
デジタル資本主義におけるこれからの企業価値の源泉はデータであり、付加価値を生み
出すメカニズムが変わってきている。全体最適の追求においては、IoT・ビッグデータの活用
が肝心。業界のビジネス知識に基づいて課題を特定した上で、必要なデータ、解析技術、
インフラを整え、各関係者と連携して進めることが重要。

3. 海運業界をリードしルールメーカーへ
標準化・オープンプラットフォーム化により、業界の各プレーヤーが得意分野を活かしデータ
を活用していくことで、新サービスの創出により注力できるビジネス環境が海運業界にも広
がっていく。
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